
「
近
江
の
絵
馬
」
現
況
調
査　

調
査
報
告 

２
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一
、
は
じ
め
に �

　

絵
馬
の
現
況
調
査
は
、
当
初
設
定
し
た
三
年
の
調
査
期
間
も
後
半
に
入

り
、
二
〇
一
五
年
度
で
区
切
り
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
滋
賀
県

全
域
調
査
が
達
成
で
き
ず
に
ま
だ
未
調
査
地
域
が
残
る
状
況
で
あ
る
。
ま

た
、
調
査
途
中
に
日
吉
大
社
蔵
長
沢
芦
雪
筆
「
猿
図
」
絵
馬
と
出
会
い
、

詳
細
調
査
に
加
え
て
復
元
作
業
を
委
託
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
芦
雪
研
究
の

資
料
と
し
て
学
術
的
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
が
、
署
名
落
款
と
願
主
名
を

残
す
だ
け
で
、
お
ぼ
ろ
げ
に
猿
で
あ
ろ
う
形
が
見
え
る
だ
け
の
絵
馬
で
あ

る
。
一
枚
の
絵
馬
を
徹
底
し
て
調
査
で
き
る
こ
と
は
貴
重
な
経
験
で
あ
る

が
、同
時
に
現
況
調
査
の
時
間
を
削
る
こ
と
に
な
っ
た
。
長
沢
芦
雪
筆「
猿

図
」
絵
馬
は
、
研
究
と
合
わ
せ
て
学
生
を
中
心
に
復
元
作
業
を
進
め
、
奉

納
当
初
の
姿
を
復
元
で
き
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
文
化
誌
「
近
江
学
」

第
８
号
』（
二
〇
一
六
年
一
月
発
行
）
に
復
元
模
写
の
詳
細
を
挙
げ
て
い

る
の
で
本
文
で
は
割
愛
す
る
。

　

二
〇
一
四
年
前
半
ま
で
の
調
査
報
告
は
『
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学

研
究
所
紀
要
第
４
号
』（
二
〇
一
五
年
三
月
発
行
）
で
取
り
上
げ
て
い
る

の
で
、
今
回
は
そ
の
後
の
調
査
報
告
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
大

••••••••••••••••••••••••••••••
Name�:
YOSHIMURA　Toshiaki

Title�:
Status�Survey�of�Omi’s�Emas:�Part�Two

Summary�:�
In�this,�the�last�year�of�the�status�survey�of�Omi’s�Emas,�I�will�
conclude�my�report�on� the�results�of� the�survey.�While� the�
original�target�was�a�survey�of�the�Emas�in�all�regions�of�Shiga�
Prefecture,�as� the�survey�progressed� it�became�clear� that� it�
would�not�be�possible� to�report�on�all�of� them�on� the�same�
scale.�Here,�rather�than�simply�presenting�a� list�of� facts�from�
the�Shiga�Prefecture�status�survey,� I�will�shed� light�on�some�
special� regional�characteristics�and�present� lesser-known�de-
tails�of�the�findings�of�the�Ema�survey.

••••••••••••••••••••••••••••••

「
近
江
の
絵
馬
」
現
況
調
査　

調
査
報
告 

２
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津
市
仰
木
以
北
、
高
島
市
、
長
浜
市
高
月
以
北
の
調
査
を
一
年
三
ヶ
月
か

け
て
行
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
琵
琶
湖
西
岸
か
ら
湖
北
に
至
る
琵
琶
湖
を
半
周

す
る
調
査
区
域
と
な
っ
た
。
報
告
に
は
間
に
合
わ
な
い
が
草
津
市
、
近
江

八
幡
市
、
彦
根
市
な
ど
も
年
度
内
の
調
査
予
定
に
組
み
込
ん
で
い
る
。
大

津
市
の
石
山
寺
、
比
叡
山
延
暦
寺
、
ま
た
長
浜
市
の
竹
生
島
に
は
貴
重
な

絵
馬
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
次
年
度
の
追
加
調
査
に
含

め
る
こ
と
で
慎
重
に
取
り
組
み
た
い
。

二
、
絵
馬
の
地
域
的
特
徴 �

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
非
常
に
広
範
囲
に
な
っ
て
い
て
、
地
域
文
化
の
違

い
か
ら
特
徴
を
一
括
し
て
述
べ
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
行
政
区
画
と
は
や

や
異
な
る
が
、
文
化
的
相
違
面
か
ら
「
堅
田
・
旧
志
賀
町
」「
高
島
・
新
旭
・

安
曇
川
・
今
津
・
マ
キ
ノ
」「
朽
木
」「
西
浅
井
・
余
呉
・
木
之
本
・
高
月
」

に
大
別
し
て
概
要
を
述
べ
る
。

堅
田
・
旧
志
賀
町

　

大
津
市
堅
田
は
交
通
の
要
衝
で
あ
り
比
較
的
大
き
な
神
社
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
絵
馬
の
存
在
が
少
な
い
地
域
で
あ
る
。
大
津
市
真
野
の
神
田

神
社
の
絵
馬
堂
は
焼
失
。
大
津
市
伊
香
立
途
中
町
の
還
来
神
社
（
も
ど
ろ

き
）
の
絵
馬
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
旧
志
賀
町
地
域
も
未
確
認
で
あ
る
。

絵
馬
の
存
在
が
確
認
で
き
る
の
は
唯
一
、
若
狭
街
道
沿
い
の
葛
川
坊
村
息

障
明
王
院
で
あ
る
。
地
域
的
特
徴
は
明
ら
か
に
し
に
く
く
調
査
結
果
は
明

王
院
の
項
で
改
め
て
詳
細
を
述
べ
る
。

高
島
市　

新
旭
・
安
曇
川
・
今
津
・
マ
キ
ノ

　

堅
田
・
旧
志
賀
町
に
続
く
北
国
海
道
沿
い
の
地
域
で
あ
る
。
白
髭
神
社

な
ど
全
国
で
も
知
ら
れ
る
神
社
が
あ
り
、
社
寺
を
中
心
に
地
域
に
根
付
い

た
祭
事
が
多
く
み
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
地
域
も
絵
馬
は
あ
ま

り
な
い
。
た
だ
、
マ
キ
ノ
町
海
津
天
神
社
に
は
狩
野
山
楽
筆
「
繋
馬
図
」、

「
三
十
六
歌
仙
図
」、
新
旭
町
大
田
神
社
に
は
原
在
中
筆
「
曳
馬
図
」
な

ど
が
あ
り
、
京
都
の
錚
々
た
る
画
家
の
絵
馬
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
絵

馬
は
地
域
の
信
仰
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
寺
が
徳
川
家
や
京
都
の
社
寺

の
直
轄
で
あ
っ
た
な
ど
、
中
央
権
力
と
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

絵
馬
が
奉
納
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

高
島
市　

朽
木

　

現
在
は
山
中
の
奥
深
い
地
域
に
見
え
る
が
、
過
去
に
は
京
都
、
若
狭
を

結
ぶ
若
狭
街
道
沿
い
の
街
道
筋
と
し
て
繁
栄
し
た
。
地
理
的
に
は
京
都
、

大
津
か
ら
は
程
遠
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
絵
馬
が
存
在
す
る
。
京
都

の
木
材
の
供
給
地
で
あ
り
、
長
ら
く
朽
木
氏
の
支
配
下
で
歴
史
的
に
も
独

自
性
を
保
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
独
特
の
「
し
こ
ぶ
ち
信
仰
」
な
ど
が
あ

り
、
信
仰
に
つ
い
て
は
古
式
の
し
き
た
り
を
保
っ
て
い
る
。
絵
馬
奉
納
は

比
較
的
近
年
ま
で
習
慣
と
し
て
残
っ
て
い
て
平
成
に
奉
献
さ
れ
た
絵
馬
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
氏
子
に
よ
る
様
々
な
祈
願
や
成
就
に
関
わ
る
多
様

な
絵
馬
が
あ
り
、
天
変
地
異
を
含
め
時
節
折
々
の
奉
納
は
、
氏
神
信
仰
と
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た
、
調
査
し
た
も
の
の
絵
馬
が
無
い
、
も
し
く
は
近
年
の
懸
額
の
み
現
存

す
る
場
合
、
あ
る
い
は
写
真
、
刺
繍
の
よ
う
に
今
回
の
絵
画
的
要
素
に
限

定
し
た
調
査
と
し
て
は
対
処
し
に
く
い
も
の
に
つ
い
て
は
社
寺
名
の
み
取

り
上
げ
ま
と
め
た
。

大
津
市
葛
川
坊
村　

息
障
明
王
院
（
そ
く
し
ょ
う
み
ょ
う
お
う
い
ん
）

　

調
査
は
参
籠
行
事
も
い
れ
て
合
計
三
回
と
な
っ
た
。
最
終
二
〇
一
四
年

十
一
月
三
〇
日
に
延
暦
寺
お
よ
び
明
王
院
の
許
可
を
得
て
詳
細
調
査
と
写

真
撮
影
を
行
っ
た
。
明
王
院
は
安
曇
川
沿
い
の
若
狭
街
道
に
面
し
た
天
台

修
験
の
寺
院
で
あ
る
。
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
開
山
と
伝
え
ら
れ
る
。
回

峰
行
と
葛
川
参
籠
で
知
ら
れ
、
七
月
に
は
「
太
鼓
廻
し
」
行
事
が
行
わ
れ

る
。
文
化
財
も
多
い
。
絵
馬
は
本
堂
外
陣
に
懸
け
ら
れ
て
い
て
、
状
態
の

良
い
も
の
が
十
三
点
存
在
す
る
。

　
「
宇
治
川
先
陣
争
い
図
」（
写
真
３
）
横
二
二
五
㎝
の
大
絵
馬
で
延
享
三

年
（
一
七
四
六
）
の
奉
納
年
、
願
主
の
中
村
某
が
読
み
取
れ
る
。
剥
落
が

進
ん
で
い
る
た
め
絵
師
名
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い
。
顔
、
目
の
表
情

や
馬
の
表
現
に
江
戸
中
期
の
絵
画
的
特
徴
が
見
ら
れ
る
。梶
原
景
季
、佐
々

木
高
綱
と
周
り
の
兵
が
多
数
描
か
れ
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
る
絵
馬
で
あ
る
。

　
「
朝
比
奈
と
鬼
の
首
引
き
図
」（
写
真
４
）
絵
馬
で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ

る
題
材
。
横
一
ｍ
弱
。
保
存
状
態
が
よ
く
汚
れ
が
少
な
く
細
部
ま
で
奉
納

当
時
の
様
子
が
確
認
で
き
る
。
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
京
願
主
八
人
と

あ
る
。「
源
氏
物
語
図
（
明
石
）」（
写
真
５
）
横
一
五
一
㎝
。
額
に
は
飾

り
金
具
が
つ
き
贅
沢
な
絵
馬
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
状
態
は
良
く

絵
馬
奉
納
の
関
係
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

長
浜
市　

西
浅
井
・
余
呉
・
木
之
本
・
高
月

　

西
浅
井
町
に
は
菅
浦
の
須
賀
神
社
な
ど
、
鎮
守
社
と
し
て
特
徴
の
あ
る

神
社
が
あ
る
が
、
余
呉
町
も
含
め
て
絵
馬
は
確
認
で
き
な
い
。
北
国
海
道

沿
い
の
湖
西
堅
田
以
北
、
湖
北
の
西
浅
井
・
余
呉
地
域
は
絵
馬
が
ほ
と
ん

ど
確
認
で
き
な
い
。
発
句
等
の
懸
額
も
少
な
く
絵
馬
奉
納
の
習
慣
が
な

か
っ
た
か
、
早
く
に
な
く
な
っ
た
か
で
あ
ろ
う
。

　

木
之
本
・
高
月
地
域
は
神
仏
習
合
が
色
濃
く
残
り
、
観
音
信
仰
と
合
わ

せ
て
寺
院
に
絵
馬
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
北
国
街
道
沿
い
で
あ
り
遠
方

か
ら
の
参
詣
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
央
の
絵
師
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

が
大
絵
馬
も
あ
り
、
寺
院
ま
た
は
京
都
の
寺
院
の
よ
う
に
宿
坊
に
絵
馬
が

奉
納
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
も
檀
家
、
氏
子
に
よ
り
大
切
に
さ

れ
、
長
浜
城
歴
史
博
物
館
な
ど
で
精
緻
な
調
査
が
行
わ
れ
、
画
題
や
作
者

に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

三
、
調
査
社
寺
と
絵
馬
の
概
要 �

　

こ
こ
で
は
、
紀
要
第
４
号
に
あ
げ
た
調
査
に
続
け
て
行
っ
た
二
〇
一
四

年
九
月
以
降
の
調
査
社
寺
の
概
要
お
よ
び
、
絵
馬
数
が
多
い
、
あ
る
い
は

特
筆
す
べ
き
絵
馬
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
細
を
述
べ
る
。

事
前
の
社
殿
状
況
調
査
や
電
話
に
よ
る
確
認
調
査
で
絵
馬
が
存
在
し
な
い

と
思
わ
れ
る
神
社
に
つ
い
て
は
詳
細
調
査
の
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
。
ま
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な
い
。
文
字
は
判
読
で
き
な
い
。
画
風
、
絵
の
具
の
状
態
か
ら
宇
治
川
先

陣
争
い
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
江
戸
中
期
の
奉
納
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
神
功
皇
后
図
」（
写
真
６
）
横
一
四
六
㎝
。
願
主
近
江
屋
某
が
判
読
で

き
る
も
の
の
他
の
文
字
は
確
認
で
き
な
い
。
同
様
に
江
戸
中
期
で
あ
ろ
う

か
。

　

他
に
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
奉
納
の
「
武
者
絵
」、
奉
納
年
不
明
一

対
の
「
弁
慶
・
牛
若
丸
図
」、寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
奉
納
「
馬
図
」、「
那

須
与
一
図
」「
旭
に
松
図
」、
朽
木
地
域
で
も
度
々
名
が
出
て
く
る
絵
師
白

鴎
池
田
光
筆
の
明
治
二
五
年
奉
納
「
西
王
母
図
」
な
ど
が
あ
る
。

写真1：明王院

写真2：記録写真撮影風景

写真4：朝比奈と鬼の首引き図／万治二年

写真6：神功皇后図／年代不明

写真3：宇治川先陣争い図／延享三年

写真5：源氏物語図（明石）／年代不明
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高
島
市
朽
木
中
牧　

大
宮
神
社

　

予
備
調
査
を
入
れ
て
二
回
の
調
査
を
行
う
。
山
間
地
な
が
ら
広
い
境
内

を
持
つ
。
本
殿
は
覆
屋
が
あ
り
摂
社
と
し
て
八
幡
神
社
、
遥
拝
所
常
神
社

（
若
狭
常
神
）
が
あ
る
。
宮
司
や
宮
管
理
、
宮
守
な
ど
役
に
よ
り
社
務
所

入
り
口
や
座
の
位
置
が
決
ま
っ
て
い
る
な
ど
、
信
仰
の
伝
統
が
継
承
さ
れ

て
い
る
。
朽
木
清
継
宮
司
の
立
ち
合
い
の
も
と
覆
屋
の
奥
ま
で
絵
馬
の
調

査
を
行
い
、
傷
み
打
ち
捨
て
ら
れ
た
小
絵
馬
な
ど
も
改
め
て
取
り
出
し
確

認
と
撮
影
が
で
き
た
。
氏
子
の
方
々
も
絵
馬
に
つ
い
て
は
さ
ほ
ど
関
心
事

で
は
な
か
っ
た
た
め
、
思
っ
た
以
上
に
絵
馬
が
あ
る
こ
と
や
剥
落
、
破
損

な
ど
状
態
が
悪
い
こ
と
に
気
付
き
、
保
存
の
必
要
性
を
感
じ
た
よ
う
で
あ

る
。

　

絵
馬
は
総
数
二
〇
点
。
中
型
の
大
絵
馬
が
本
殿
に
六
点
、
社
務
所
に
三

点
の
計
九
点
が
現
存
し
て
い
る
。
小
絵
馬
は
本
殿
、
摂
社
で
十
一
点
確
認

で
き
た
。

　

江
戸
期
と
し
て
は
、
文
化
（
一
八
〇
四
か
ら
一
八
一
八
）
の
元
号
の
あ

る
武
者
絵
「
真
田
十
勇
士
図
（
三
好
青
海
入
道
）」
横
七
六
㎝
、
文
久
元

年
（
一
八
六
一
）
に
あ
た
る
文
久
辛
酉
年
の
氏
子
中
奉
納
「
桜
井
の
別
れ

図
」
横
一
二
三
㎝
が
あ
る
。
と
も
に
剥
落
が
ひ
ど
く
状
態
は
良
く
な
い
。

社
務
所
内
に
は
弘
化
四
年
未（
一
八
四
七
）奉
納
の
武
者
絵「
巴
御
前
図
」

（
写
真
８
）、
天
保
十
三
壬
年
（
一
八
四
二
）
氏
子
中
奉
納
の
「
厳
島
神

社
境
内
図
」
が
あ
る
。
と
も
に
中
型
の
絵
馬
で
室
内
に
あ
る
た
め
本
殿
の

絵
馬
よ
り
状
態
は
い
い
。

　

本
殿
に
向
か
っ
て
右
に
生
杉
の
山
本
氏
奉
納
「
神
功
皇
后
と
武
内
宿
禰

図
」
横
六
八
㎝
、
左
に
明
治
三
六
年
「
尉
と
姥
図
」（
写
真
９
）
横
八
八

㎝
が
あ
る
。
神
功
皇
后
に
は
七
三
翁
白
鷗
池
田
光
重
の
絵
師
名
が
あ
る
。

尉
と
姥
に
は
絵
師
の
名
が
な
い
も
の
の
画
風
筆
跡
よ
り
同
じ
く
白
鷗
の
絵

写真7：大宮神社本殿　氏子の方々に話を聞く

写真8：巴御前図／弘化四年

写真9：尉と姥図　白鷗池田光重／明治三十 
六年
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高
島
市
朽
木
能
家　

山
神
神
社
（
さ
ん
じ
ん
じ
ん
じ
ゃ
）

　

予
備
調
査
を
入
れ
て
三
回
の
調
査
を
行
う
。
由
緒
等
不
明
だ
が
明
治
初

期
村
社
に
列
せ
ら
れ
て
い
る
。
本
殿
お
よ
び
覆
屋
は
比
較
的
新
し
い
。
絵

馬
は
拝
殿
と
寄
り
合
い
所
を
兼
ね
た
建
物
内
に
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
建
物

が
建
築
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
ト
タ
ン
屋
根
で
覆
わ
れ
て
い
る
が
内
部
は

茅
葺
で
、
寄
り
合
い
の
間
は
囲
炉
裏
が
き
ら
れ
て
い
る
。
能
家
集
落
は
限

界
集
落
に
な
っ
て
お
り
、
別
途
聞
き
取
り
も
含
め
て
精
細
な
調
査
が
必
要

で
あ
る
。

　

絵
馬
数
四
四
点
。
絵
馬
は
小
絵
馬
が
大
半
で
あ
る
。
や
や
大
ぶ
り
の
も

の
も
あ
る
が
画
題
か
ら
小
絵
馬
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
屋
内
と
は
い
え

雪
深
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
保
存
状
態
は
良
い
と
は
い
え
な
い
。
以
前
は

も
っ
と
あ
っ
た
が
盗
難
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
絵
馬
を
収
納
し

公
開
し
な
い
と
こ
ろ
も
増
え
て
い
る
が
、
奉
納
懸
額
の
意
味
か
ら
す
れ
ば

い
か
が
な
も
の
か
と
も
思
え
、
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
絵
馬
の
状
態
を

こ
れ
以
上
劣
化
さ
せ
な
い
こ
と
と
、
開
放
さ
れ
た
状
態
で
の
盗
難
防
止
に

対
処
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

拝
殿
内
の
四
面
に
計
三
二
点
の
絵
馬
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
末
期

寛
政
、
享
和
、
文
政
の
絵
馬
が
九
点
存
在
す
る
が
破
損
、
剥
落
で
形
を
と

ど
め
な
い
も
の
も
多
い
。
画
風
は
朽
木
、
葛
川
の
小
絵
馬
に
共
通
し
た
も

の
が
見
受
け
ら
れ
る
。
山
間
部
だ
が
江
戸
後
期
に
は
盛
ん
に
絵
馬
奉
納
が

な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
残
り
は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
絵

馬
が
多
く
氏
子
奉
納
で
画
題
も
曳
馬
が
多
い
。
古
老
に
聞
く
と
、
大
正
時

期
は
馬
橇
で
木
材
の
搬
出
な
ど
を
行
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
生
活
に
つ

写真11：子供雪遊び図 写真10：天岩戸図　西川陽鶴／大正十年

で
あ
る
。
二
つ
の
絵

に
挟
ま
れ
て
大
正
十

年
酉
生
杉
西
川
某
奉

納
「
天
岩
戸
図
」（
写

真
10
）
横
五
八
㎝
が

あ
り
絵
師
西
川
陽
鶴

の
名
が
あ
る
。
明
治

か
ら
大
正
期
の
絵
馬

に
は
白
鷗
池
田
光

（
光
重
）
お
よ
び
そ
の
弟
子
と
思

わ
れ
る
西
川
陽
鶴
と
と
も
に
湖
西
、

安
曇
川
沿
い
に
多
く
存
在
す
る
。

　

小
絵
馬
に
は
歌
舞
伎
絵
、
参
詣

図
、
馬
図
、
武
者
絵
、
物
語
絵
、

吉
祥
図
な
ど
様
々
あ
る
が
、
珍
し

い
の
は
雪
遊
び
の
図
で
あ
る
。
何

の
祈
願
か
は
定
か
で
な
い
が
五
人

の
子
供
が
雪
だ
る
ま
を
作
っ
て
い

る
絵
で
ほ
ほ
え
ま
し
い
。
欧
州
で

は
雪
だ
る
ま
信
仰
が
あ
る
が
本
邦

で
は
確
認
で
き
な
い
。
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な
が
る
画
題
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
大
正
期
の
絵
馬
は
大
半
が

西
川
陽
鶴
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
同
じ
下
絵
を
繰
り
返
し
用
い

た
り
、
表
裏
反
転
し
て
用
い
て
い

る
な
ど
長
年
に
わ
た
り
描
き
続
け

た
陽
鶴
は
高
島
、
朽
木
の
絵
馬
師

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
。

高
島
市
朽
木
野
尻　

山
神
社
（
山
神
神
社
）

　

天
正
年
間
に
社
殿
再
建
の
記
録
が
あ
り
十
六
世
紀
後
半
に
は
存
在
し
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
朽
木
で
も
街
道
沿
い
の
神
社
で
あ
る
。
や
や
小

さ
め
の
拝
殿
が
あ
り
左
右
に
絵
馬
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
非
常
に
丁
寧
に

懸
け
ら
れ
て
い
て
、
剥
落
風
化
し
た
絵
馬
も
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
以
上
に
進

ま
ず
現
状
維
持
が
で
き
て
い
る
。
絵
馬
は
十
一
点
、
他
で
は
見
か
け
な
い

画
題
の
絵
馬
が
数
点
あ
る
。
明
治
二
六
癸
未
年
奉
納
「
新
田
四
朗
忠
常
猪

退
治
図
」
横
七
〇
㎝
、
白
鷗
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
大
正
三
年
「
桃

持
ち
猿
図
」（
写
真
18
）悪
事
去
図
の
文
字
が
あ
る
。よ
ほ
ど
の
災
い
が
あ
っ

た
の
か
鋭
い
目
つ
き
の
猿
が
描
か
れ
て
い
る
。
大
正
二
年
関
根
、
越
智
両

氏
に
よ
る
奉
納
「
平
経
正
図
」（
写
真
19
）
は
謡
曲
竹
生
島
に
画
題
を
得

写真13：尉と姥図／文政十一年写真14：曳馬図／享和年

写真12：拝殿内の様子

写真16：曳馬図　西川陽鶴／大正十三年　大正九年と比
較して馬、手前の舎人が同じ左右対称である

写真15：曳馬図　西川陽鶴／大正九年
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て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

社
務
所
内
入
り
口
す
ぐ
の
壁
面
に
横
一
八
二
㎝
、
縦
一
五
一
㎝
の
家
型

大
絵
馬
が
懸
け
ら
れ
て
い
る
。
社
務
所
改
築
の
折
に
懸
け
直
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。「
源
頼
政
鵺
（
ぬ
え
）
退
治
図
」（
写
真
20
・
22
・
23
）
で

あ
る
。
大
胆
な
構
図
と
人
物
の
動
き
、
具
足
や
衣
の
描
き
方
に
地
方
絵
師

に
は
な
い
力
量
が
あ
り
、
鵺
は
剥
落
が
ひ
ど
い
が
頼
政
と
猪
早
太
は
し
っ

か
り
残
っ
て
い
る
。
安
政
三
丙
辰
年
（
一
八
五
六
）
願
主
社
中
、
右
側
下

部
に
「
摂
陽
山
人　

公
泰
謹
画
之
」
の
墨
書
と
花
押
が
あ
る
。
絵
師
の
名

は
な
い
。

　

鵺
退
治
の
絵
の
多
く
は
な
ぜ
か
頼
政
が
左
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
が
、
こ
の
絵
馬
は
右
に
い
る
。
そ
の
特
徴
で
記
憶
を
頼
り
に
調
べ
な
お

写真19：平経正図／大正二年

写真17：山神社　拝殿とその後ろに本殿

写真18：桃持ち猿図／大正三年

す
と
、
京
都
府
八
幡
市
の
松
花
堂
美
術
館
蔵
、
応
挙
の
弟
子
駒
井
源
琦
に

よ
る
「
鵺
退
治
図
屏
風
」（
写
真
21
）
に
瓜
二
つ
で
あ
っ
た
。
源
琦
は
寛

政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
亡
く
な
っ
て
い
る
か
ら
絵
馬
の
奉
納
年
と
合
わ

な
い
の
で
彼
の
作
品
で
は
な
い
。
摂
陽
山
人
以
下
の
文
字
で
あ
る
が
、
摂

陽
山
人
は
江
戸
末
期
の
文
筆
家
と
し
て
名
が
上
が
る
が
絵
師
と
し
て
の
記

録
は
な
い
。絵
馬
に
書
か
れ
た
摂
陽
山
人
が
同
一
人
物
で
あ
れ
ば
、「
公（
民

と
解
釈
）
や
す
ら
か
に
謹
ん
で
こ
れ
を
画
か
し
む
」
と
読
む
こ
と
で
、
摂

陽
山
人
が
世
の
安
泰
を
願
い
絵
馬
を
描
か
せ
た
と
解
釈
で
き
る
。
奉
納
の

前
々
年
、安
政
元
年
に
南
海
大
地
震
、翌
二
年
に
は
江
戸
大
地
震
が
起
こ
っ

て
い
る
。
こ
の
絵
馬
が
山
神
社
に
あ
る
理
由
は
分
か
ら
な
い
が
、
天
変
地

異
が
立
て
続
く
こ
と
に
、
怪
事
の
元
凶
が
鵺
と
い
う
話
と
か
ら
め
て
、
描

か
れ
て
か
ら
半
世
紀
ほ
ど
し
か
た
っ
て
い
な
く
広
く
そ
の
存
在
が
知
ら
れ

て
い
た
で
あ
ろ
う
源
琦
の
鵺
退
治
屏
風
の
絵
を
写
し
、
安
泰
祈
願
奉
納
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
解
釈
す
る
。
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高
島
市
新
旭
町
太
田　

大
田
神
社

　

農
村
部
の
集
落
の
中
に
あ
る
神
社
で
あ
る
。
由

緒
で
は
延
暦
年
間
に
創
立
と
な
っ
て
い
て
、
古
く

よ
り
山
科
の
曼
殊
院
と
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
寛
政
十
二
年
曼
殊
院
門
跡
直
轄
と
な
っ

た
た
め
特
に
京
都
の
関
係
が
強
ま
っ
た
か
と
思
え

る
。
拝
殿
横
の
小
さ
な
絵
馬
殿
に
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス

に
入
っ
た
原
在
中
筆
文
政
十
年
丁
亥（
一
八
二
七
）

杉
浦
氏
奉
納
「
曳
馬
図
」（
写
真
24
）
が
あ
る
。

舎
人
の
表
現
に
様
式
性
を
感
じ
る
が
、
馬
の
表
現

や
唐
鞍
の
飾
り
も
細
部
に
ま
で
描
き
こ
ま
れ
た
優

れ
た
絵
馬
で
あ
る
。
奈
良
の
春
日
大
社
に
向
き
が

裏
返
し
だ
が
唐
鞍
や
飾
り
も
よ
く
似
た
表
現
の
天

文
二
二
年
（
一
五
五
三
）
奉
納
「
曳
馬
図
」
が
あ

る
。
参
考
に
し
た
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
絵
師

と
し
て
ど
こ
か
の
時
点
で
目
に
留
め
た
こ
と
が

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
他
に
文
政
十
一
年
戊
子

（
一
八
二
八
）洞
上
祖
關
画
金
釜
出
土
の「
二
十
四

孝
郭
巨
図
（
か
く
き
ょ
ず
）」（
写
真
25
）、
文
政

十
年
「
天
神
牛
図
」、
明
治
三
五
年
「
立
花
図
」

が
あ
る
。

　
（
注　

調
査
許
可
の
関
係
か
ら
絵
馬
の
採
寸
が

で
き
て
い
な
い
）

写真23：源頼政鵺退治図（一部）摂陽山人

写真21：駒井源琦筆　鵺退治図屏風／寛政九年

写真22：源頼政鵺退治図（一部）源頼政

写真20：源頼政鵺退治図／安政三年
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長
浜
市
木
之
本
町
木
之
本　

浄
信
寺

　

緩
や
か
な
石
畳
を
上
り
詰
め
た
と
こ
ろ
に
あ
る
木
之
本
地
蔵
尊
で
知
ら

れ
る
名
刹
で
あ
る
。
天
武
天
皇
四
年
建
立
の
寺
伝
を
持
つ
。
た
び
た
び
の

堂
宇
消
失
の
後
、
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
～
一
七
六
四
）
に
再
建
さ
れ
た
。

　

本
堂
（
地
蔵
堂
）
外
陣
壁
面
上
部
に
押
絵
、
彫
り
物
も
含
み
十
数
点
の

絵
馬
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
お
お
む
ね
保
存
状
態
は
悪
く
な
い
が
、
寺
院

の
絵
馬
の
多
く
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
一
部
に
煤
と
脂
汚
れ
が
あ
る
。
外

陣
左
に
天
保
十
己
亥
年
（
一
八
三
九
）
月
湖
山
人
筆
河
尻
光
貞
奉
納
武
者

絵
「
巴
御
前
図
」（
写
真
27
）
横
一
五
一
㎝
が
あ
る
。
扁
額
軌
範
に
祇
園

社
の
武
者
絵
「
八
幡
四
郎
」（
写
真
28
）
が
載
っ
て
い
る
が
、
巴
御
前
の

頭
部
を
差
し
替
え
た
だ
け
で
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
馬
の
脚
は 写真25：二十四孝郭巨図／文政十年

写真24：原在中筆　曳馬図／文政十年

写真29：渡辺綱一条戻り橋図／天明六年 写真27：巴御前図／天保十年

写真28：扁額軌範の八幡四郎義家図 写真26：木之本浄信正面
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前
後
と
も
伸
び
切
り
躍
動
感
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
一
番
大
き
な
絵
馬
は
、

天
明
六
丙
午
年
（
一
七�

八
六
）
月
岡
雪
鼎
門
人
橘
惟
成
筆
「
渡
辺
綱
一

条
戻
り
橋
図
」（
写
真
29
）
一
八
五
㎝
で
近
郷
の
七
人
に
よ
る
宿
坊
春
渓

庵
へ
の
奉
納
で
あ
る
が
、
金
箔
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
額
縁
も
贅
沢
な
設
え

と
な
っ
て
い
る
。
他
に
天
保
年
間
「
参
詣
婦
女
図
」、
文
化
三
丙
寅
年

（
一
八
〇
六
）「
七
福
神
図
」、
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
雲
峰
筆
「
吉

祥
動
物
図
（
鳩
・
八
幡
神
）」、
武
者
絵
「
楠
正
成
桜
井
の
別
れ
図
」、「
武

者
絵
」、「
旭
図
」
な
ど
が
あ
る
。

長
浜
市
高
月
町
唐
川　

赤
後
寺
（
し
ゃ
く
ご
じ
）

　

湧
出
山
（
ゆ
る
ぎ
さ
ん
）
山
麓
の
日
吉
神
社
境
内
の
唐
喜
山
赤
後
寺
の

観
音
堂
に
絵
馬
が
あ
る
。

　

平
安
時
代
の
作
で
あ
る
重
要
文
化
財
千
手
観
音
と
聖
観
音
立
像
が
本
尊

で
あ
る
。
手
狭
な
堂
内
に
十
五
点
の
絵
馬
が
懸
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
多

く
は
江
戸
期
の
も
の
で
、
最
も
古
い
の
が
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
京
都

五
兵
衛
、
久
三
郎
奉
納
「
渡
辺
綱
羅
城
門
鬼
退
治
図
」（
写
真
31
）
横

七
〇
㎝
。
非
常
に
傷
み
が
あ
る
が
絵
の
全
容
が
わ
か
る
程
度
に
残
っ
て
い

る
。
構
図
は
鬼
が
柱
に
絡
み
つ
き
綱
の
兜
を
掴
ん
で
い
る
典
型
で
あ
る
。

寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）「
曳
馬
図
」（
写
真
32
）
一
二
四
㎝
。
金
箔
を

全
体
に
貼
っ
た
絵
馬
だ
が
中
央
よ
り
下
部
分
の
絵
具
の
痛
み
が
激
し
い
が
、

舎
人
の
表
情
は
よ
く
残
り
豊
か
で
あ
る
。
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
雪
舟

末
□
長
谷
川
等
真
筆
摂
刕
大
阪
住
大
橋
清
助
久
利
奉
納「
黄
石
公
張
良
図
」

一
八
二
㎝
。
傷
み
が
激
し
く
下
書
き
の
線
の
み
残
っ
て
い
る
の
が
大
半
。

た
だ
、
黄
石
公
と
張
良
の
顔
部
分
は
比
較
的
残
る
。
寛
政
六
寅
年

（
一
七
九
四
）
浅
井
郡
八
若
氏
奉
納
「
宇
治
川
の
先
陣
争
い
図
」（
写
真

33
）
横
九
二
㎝
。
中
型
の
絵
馬
で
あ
る
が
武
者
の
描
写
や
構
図
に
優
れ
る
。

奉
納
年
不
明
速
水
村
柴
田
氏
奉
納
「
武
者
図
（
寺
目
録
に
よ
る
）」
横

八
一
㎝
。
武
者
図
と
な
っ
て
い
る
が
、画
題
は
「
弓
弭
（
ゆ
は
ず
）
の
泉
」

（
写
真
34
）
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
源
頼
義
が
弓
の
端
、
弓
弭
で
岩
を
突

い
た
ら
水
が
湧
き
出
し
た
と
い
う
説
話
に
基
づ
く
も
の
で
、
そ
の
場
所
は

東
北
の
岩
手
町
に
あ
る
。
関
西
で
は
珍
し
い
画
題
で
あ
る
。
そ
の
他
繋
馬

や
役
者
絵
な
ど
特
徴
的
な
絵
馬
が
揃
っ
て
い
る
。

　
（
注　

絵
馬
の
寸
法
は
赤
後
寺
提
供
の
資
料
に
基
づ
き
セ
ン
チ
に
四
捨

五
入
し
て
記
載
し
て
い
る
）

写真30：日吉神社境内の赤後寺
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長
浜
市
高
月
町
高
月　

慈
眼
山
大
圓
寺
（
高
月
観
音
堂
）

　

国
宝
十
一
面
観
音
の
あ
る
向
源
寺
（
渡
岸
寺
）
の
南
側
に
位
置
す
る
。

延
暦
六
年
建
立
の
寺
伝
が
あ
る
。
賤
ヶ
岳
の
合
戦
で
焼
失
し
翌
天
正
十
二

年
再
建
。
観
音
霊
場
の
札
所
と
し
て
信
仰
を
集
め
る
。

　

観
音
堂
内
三
面
に
七
点
の
絵
馬
が
懸
け
ら
れ
て
い
る
。
寛
永
十
七
年

（
一
六
四
〇
）
紀
伊
國
住
人
岩
坪
信
直
祈
願
成
就
奉
納
「
繋
馬
図
」（
写

真
36
）。
背
景
に
金
箔
を
貼
っ
た
黒
馬
が
描
か
れ
て
い
る
。
装
飾
性
や
表

現
上
の
躍
動
感
は
な
い
が
落
ち
着
い
た
繋
馬
の
典
型
で
あ
る
。
元
文
四
己

未
年
（
一
七
三
九
）「
近
江
八
景
図
」
は
他
府
県
で
は
よ
く
あ
る
画
題
だ

が
県
内
で
懸
け
ら
れ
て
い
る
の
は
珍
し
い
。
宝
暦
庚
辰
年
（
宝
暦
十
年
・

一
七
六
〇
）
京
都
住
廣
部
才
治
秀
政
奉
納
「
渡
辺
綱
羅
城
門
図
（
大
圓
寺

説
明
書
）」
だ
が
説
明
の
画
題
間
違
い
で
あ
ろ
う
。「
燓
噲
門
破
り
図
（
は

ん
か
い
も
ん
や
ぶ
り
ず
）」（
写
真
37
）
が
正
し
い
。
中
国
式
の
門
、
武
人

燓
噲
が
盾
を
抱
え
て
門
を
開
こ
う
と
し
て
い
る
。
朝
比
奈
の
門
破
り
な
ど

と
中
国
故
事
が
合
体
し
て
作
ら
れ
た
話
で
、
そ
れ
ら
を
基
に
し
た
和
田
合

戦
女
舞
鶴
が
す
で
に
上
演
さ
れ
、
当
時
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
説
話
で
あ
っ

た
。
人
物
表
現
様
式
か
ら
江
戸
初
期
の
絵
馬
で
あ
ろ
う
と
推
察
す
る
制
作

奉
納
年
不
明
「
大
名
行
列
図
」（
写
真
38
・
39
）
で
あ
る
が
、
絵
の
周
囲

の
文
様
が
気
が
か
り
で
あ
る
。
湖
東
の
百
済
寺
「
石
曳
図
」（
写
真
40
）

に
同
じ
模
様
が
絵
を
取
り
囲
む
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
絵
を
取
り
囲
む

よ
う
に
装
飾
さ
れ
た
文
様
は
特
殊
で
あ
る
。
石
曳
引
図
に
つ
い
て
は
奉
納

年
代
や
由
来
が
明
確
で
な
い
。
す
で
に
考
察
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
こ
の
大
名
行
列
図
と
関
わ
り
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
両
絵
馬
の
制
作

写真33：宇治川先陣争い図／寛政六年 写真31：渡辺綱羅城門鬼退治図／寛文元年

写真32：曳馬図／寛文十二年写真34：弓弭の泉図／年代不明
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年
代
や
由
来
な
ど
解
き
明
か
す

糸
口
に
な
る
と
思
え
る
。

　

他
に
、
元
文
元
年
丙
辰
「
虎

渓
三
笑
図
」、文
政
七
年
（
一
八�

二
八
）「
黄
石
公
張
良
図
」、
元

治
元
年（
一
八
六
四
）「
参
詣
図
」

が
あ
る
。

（
注　

調
査
環
境
の
関
係
か
ら

絵
馬
の
採
寸
が
で
き
て
い
な
い
）

写真35：大圓寺観音堂内　鴨居の上に絵馬が懸けられている

写真36：繋馬図／寛永十一年

写真37：燓噲門破り図／宝暦十年

写真39：大名行列図縁取り文様（左上部）

写真38：大名行列図／年代不明

写真40：同じ文様が見られる百済寺石曳図（一部）
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長
浜
市
片
山　

片
山
神
社

　

琵
琶
湖
に
面
し
た
漁
村
の
高
台

に
あ
る
。「
馬
図
」「
天
岩
戸
図
」「
宇

治
川
の
先
陣
争
い
」「
楠
正
成
桜
井

の
別
れ
図
」（
写
真
41
）「
松
鷹
図
」

が
あ
る
が
奉
納
年
願
主
名
な
ど
読

み
取
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
船
絵
馬

は
懸
額
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
調
査
社
寺

大
津
市
真
野　
　
　
　

神
田
神
社　

宮
司
に
確
認
、
火
災
で
焼
失

大
津
市
伊
香
立　
　
　

還
来
神
社　

宮
司
に
確
認
、
情
報
が
あ
る
も
存
在

不
明

高
島
市
朽
木
桑
原　
　

蛭
子
神
社　

絵
馬
な
し

高
島
市
高
島　
　
　
　

玉
津
神
社　

昭
和
五
十
二
年
奉
納
吉
祥
図
（
朝
日

に
鶴
）

高
島
市
新
旭
日
町　
　

大
國
神
社　

現
代
の
干
支
絵
馬

高
島
市
新
旭
日
町　
　

健
速
神
社　

曳
馬
１
点

高
島
市
新
旭
日
町　
　

波
爾
布
神
社　

絵
馬
な
し

高
島
市
高
島
町　
　
　

水
尾
神
社　

絵
馬
な
し

高
島
市
安
曇
川
町　
　

箕
島
神
社　

馬
図
が
あ
る
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
た

め
調
査
で
き
ず

高
島
市
マ
キ
ノ
町　
　

唐
崎
神
社
（
川
裾
宮
）　

家
型
絵
馬
１
点

高
島
市
マ
キ
ノ
町　
　

海
津
天
神
社　

山
楽
の
絵
馬
等
す
べ
て
非
公
開
で

調
査
で
き
ず

長
浜
市
西
浅
井
町　
　

須
賀
神
社　

絵
馬
な
し

四
、
お
わ
り
に �

　

こ
の
報
告
は
近
江
学
研
究
所
小
嵜
善
通
研
究
員
、
大
原
歩
研
究
員
と
の

共
同
調
査
研
究
を
小
生
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、

高
島
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
参
事
の
山
本
晃
子
氏
、
宮
司
朽
木
清
継
氏

を
は
じ
め
各
神
社
の
宮
守
の
方
々
な
ど
、
多
く
の
関
係
者
に
貴
重
な
時
間

を
割
い
て
協
力
い
た
だ
い
た
。
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
調
査
す
る
こ
と
で

地
域
に
あ
る
絵
馬
に
つ
い
て
改
め
て
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
少
な
く
と
も

現
状
で
の
保
存
が
進
め
ば
有
難
く
思
う
。
し
か
し
、
山
間
部
な
ど
氏
最
子

が
減
少
し
維
持
管
理
の
人
手
の
少
な
い
神
社
に
お
い
て
、
絵
馬
な
ど
民
俗

資
料
が
年
を
追
う
ご
と
に
傷
み
無
く
な
っ
て
い
く
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
「
近
江
の
絵
馬
現
況
調
査
」
の
調
査
内
容
が
、
研
究
者
だ
け
で

な
く
一
般
の
方
々
が
民
俗
資
料
に
関
心
を
も
ち
、
地
域
文
化
と
し
て
継
承

さ
れ
て
い
く
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

写真41：楠正成桜井の別れ図／年代不明
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燓
嶒
門
破
り
（
は
ん
か
い
も
ん
や
ぶ
り
）

古
来
よ
り
尋
常
で
な
い
剛
力
が
活
躍
す
る
話
が
語
り
継
が
れ
て
い
る
。「
燓は
ん

嶒か
い

門
破
り
」

も
そ
の
豪
傑
譚
の
一
つ
で
、そ
れ
ら
は
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
の
題
材
と
な
っ
た
。
漢
の
時
代
、

「
劉
邦
の
臣
下
で
あ
っ
た
燓
嶒
は
、
鴻
門
の
会
に
て
項
羽
に
見
え
、
危
機
に
あ
っ
た
主

君
劉
邦
を
助
け
る
た
め
に
門
扉
を
押
し
破
っ
て
敵
方
の
宴
席
に
乱
入
す
る
。
そ
れ
は

『
鴻こ
う

門も
ん

の
会か
い

燓は
ん

嶒か
い

門も
ん

破や
ぶ

り
』
と
し
て
特
に
武
者
絵
の
題
材
に
好
ん
で
採
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。（
近
世
期
の
画
像
資
料
に
見
る
門
破
り
図
像
の
受
容
と
展
開
よ
り
）」

二
十
四
孝
　
郭
巨
（
か
く
き
ょ
）

中
国
の
孝
行
に
ま
つ
わ
る
故
事
。
孝
行
に
優
れ
た
二
十
四
人
の
物
語
で
元
代
の
郭
居
敬

が
編
纂
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
郭
巨
の
話
。

　
「
貧
乏
思
供
給　

埋
兒
願
母
存　

黄
金
天
所
賜　

光
彩
照
寒
門

郭
巨
は
河
内
と
い
ふ
所
の
人
な
り
。
家
貧ま
ど

し
う
し
て
母
を
養
へ
り
。
妻
一
の
子
を
産
み

て
三
歳
に
な
れ
り
。
郭
巨
が
老
母
、
彼
の
孫
を
い
つ
く
し
み
、
我
が
食
事
を
分
け
與
へ

け
り
。
或
時
、
郭
巨
妻
に
語
る
様
は
、
貧
し
け
れ
ば
母
の
食
事
さ
へ
心
に
不
足
と
思
ひ

し
に
、
其
内
を
分
け
て
孫
に
賜
は
れ
ば
乏
し
か
る
べ
し
、
是
偏
に
我
子
の
有
り
し
故
な
り
、

所
詮
汝
と
夫
婦
た
ら
ば
子
二ふ
た

度た
び

有
る
べ
し
、
母
は
二
度
有
る
べ
か
ら
ず
、
と
か
く
此
子

を
埋
み
て
母
を
能
く
養
い
た
く
思
ふ
な
り
と
夫
婦
云
ひ
け
れ
ば
、
妻
も
さ
す
が
に
悲
し

く
思
へ
ど
も
、
夫
の
命
に
違
は
ず
、
彼
の
三
歳
の
兒ち
ご

を
引
き
つ
れ
て
、
埋
み
に
行
き
侍
る
。

則
ち
郭
巨
涙
を
押
へ
て
、
す
こ
し
堀
り
た
れ
ば
、
黄お
う

金ご
ん

の
釜か
ま

を
掘
り
出
だ
せ
り
。
其
釜

に
不
思
議
の
文
字
す
わ
れ
り
。
其そ
の

文も
ん

に
曰
く
、
天
賜ふ
二
孝
子
郭
巨に
一
不
レ
得
レ
奪
ふ
こ
と
を
民

不
レ
得
レ
取
る
こ
と
を
と
云
々
。
此
心
は
天
道
よ
り
郭
巨
に
給
ふ
程
に
、
餘
人
取
る
べ
か
ら
ず

と
な
り
。
則
ち
其
釜
を
え
て
喜
び
、
兒ち
ご

を
も
埋
ま
ず
、
と
も
に
歸
り
、
母
に
い
よ
く
孝

行
を
つ
く
せ
る
と
な
り
。（「
御
伽
草
子　

二
十
四
孝
」岩
崎
文
庫
貴
重
本
叢
刊　

よ
り
）」

�
物
語
解
説

鵺
（
ぬ
え
）
退
治

　

平
家
物
語
第
四
巻
に
鵼
（
鵺
）
退
治
の
話
が
出
て
く
る
。「
東と
う

三
條
の
森
の
方
よ
り
、

黑
雲
一ひ
と

村む
ら

立た
ち

來き
た

（
つ
）
て
、
御
殿
の
上
に
靉た
な
び（
い
）
た
り
。
頼
政
吭き
つ

と
見
上あ

（
げ
）
た

れ
ば
、
雲
の
中
に
恠あ
や

（
し
）
き
物
の
姿
あ
り
。
射い

損そ
ん

ず
る
程
な
ら
ば
、
世
に
可シ
レ
有ル

と
も

不
レ
覺エ

。
さ
り
な
が
ら
矢
取
（
つ
）
て
番つ
が

ひ
、
南
無
八
幡
大
菩
薩
と
、
心
の
中
に
祈き

念ね
ん

し

て
、
能よ
つ

引ぴ

（
い
）
て
ひ
や
う
ど
放
つ
。
手て
こ

答た
え

し
て
、
は
た
と
中あ
た

る
。
得え

た
り
や
う
と
、

矢や
さ

叫け
び

を
こ
そ
し
て
ん
げ
れ
。
猪ゐ

の
早は
や

太た

つ
と
寄
（
り
）、
落
（
つ
）
る
處
を
取
（
つ
）
て

押お
さ

へ
、
柄つ
か

も
拳こ
ぶ
しも

透と
ほ

れ

く
と
、
續
つ
づ
け

様さ
ま

に
九
こ
こ
の

刀か
た
なぞ

刺
（
い
）
た
り
け
る
。
其
（
の
）
時

上
下
手て
ん
で々

に
火
を
燃と
ぼ

（
し
）
て
、
是
を
御
覧
じ
見
給
ふ
に
、
頭か
し
らは

猿
、
軀む
く
ろは

貍た
ぬ
き、

尾
は

蛇く
ち
な
は、

手
は
虎
の
如
（
く
）
に
て
、
鳴な

（
く
）
聲
鵼ぬ
え

に
ぞ
似
た
り
け
る
。
怖お
そ
ろし

な
ど
も
愚
お
ろ
か

な
り
。（「
平
家
物
語
」
校
注
梶
原
正
明
・
お
う
ふ
う　

よ
り
）」

宇
治
川
の
先
陣
争
い
（
う
ぢ
が
わ
の
せ
ん
じ
ん
あ
ら
そ
い
）

　

平
家
物
語
第
九
巻
宇
治
川
の
合
戦
場
面
に
こ
の
話
が
出
て
く
る
。
長
文
な
の
で
そ
の

一
部
を
紹
介
す
る
。「
爰こ
こ

に
平
等
院
の
艮
う
し
と
ら、

橘
た
ち
ば
なの

小こ

嶋じ
ま

が
崎
よ
り
、
武
者
二
騎
引ひ

（
つ
）

か
け
引
（
つ
）
か
け
出い
で

來き

た
り
。
一
騎
は
梶
原
源
太
景か
げ

季す
ゐ

、
一
騎
は
佐
々
木
の
四
郎
高た
か

綱つ
な

也
。
人ひ
と

目め

に
は
何な
に

と
も
見
え
ざ
り
け
れ
ど
も
、
内
々
先さ
き

に
心
を
懸
（
け
）
た
る
ら
ん
、

梶
原
は
佐
々
木
に
一
段だ
ん

計ば
か
りぞ

進
ん
だ
る
。
佐
々
木
、
如
何
に
梶
原
殿
、
此
（
の
）
河
は

西
國
一
の
大
河
ぞ
や
。
腹は
る

帯び

の
延の
（
び
）て
見（
え
）さ
う
ぞ
。
縮し
（
め
）給
へ
と
云（
ひ
）

け
れ
ば
、梶
原
さ
も
有
（
る
）
ら
ん
と
思
（
ひ
）
け
ん
、手た

綱づ
な

を
馬
の
ゆ
が
み
に
捨す

（
て
）、

左
右
の
鐙あ
ぶ
みを

踏ふ
み

透す
か

し
、腹は
る

帯び

を
解と

（
い
）
て
ぞ
縮し

（
め
）
た
り
け
る
。
佐
々
木
其
（
の
）

間
に
そ
こ
を
つ
と
馳は
せ

抜ぬ

（
い
）
て
、
河
へ
颯さ
つ

と
ぞ
打
入
（
れ
）
た
る
。
梶
原
、
被
レ
謀
た
ば
か
ラぬ

や
と
思
（
ひ
）
け
ん
、
軈や
が

て
續つ
づ

（
い
）
て
打
ち
入
（
れ
）
た
り
。（「
平
家
物
語
」
校
注

梶
原
正
明
・
お
う
ふ
う　

よ
り
）」
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